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関
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外
国
人
労
働
者
と
移
民
に
関
す
る
質
問
主
意
書

厚
労
省
は
わ
が
国
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
が
、
昨
年
十
月
末
時
点
で
百
二
十
七
万
八
千
六
百
七
十
人
だ
っ
た
と
発
表
し

た
。
安
倍
政
権
が
発
足
し
た
五
年
前
か
ら
倍
増
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
雇
用
者
総
数
の
約
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
ま
で
に

な
っ
て
い
る
。
飲
食
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
か
ら
建
設
、
農
業
、
漁
業
、
福
祉
な
ど
わ
が
国
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
が
、
外
国
人
労
働
者

な
く
し
て
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
。
安
倍
総
理
も
二
月
二
十
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
、
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
の

拡
大
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
安
倍
総
理
は
一
方
で
「
移
民
政
策
は
と
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

わ
が
国
に
お
け
る
政
府
の
「
移
民
」
及
び
「
移
民
政
策
」
の
定
義
を
示
さ
れ
た
い
。

二

安
倍
内
閣
が
「
い
わ
ゆ
る
移
民
政
策
を
と
る
考
え
は
な
い
」
と
す
る
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

三

安
倍
内
閣
以
外
の
政
権
が
「
い
わ
ゆ
る
移
民
政
策
」
を
と
る
こ
と
は
現
行
法
上
、
可
能
か
。

四

国
連
統
計
委
員
会
へ
の
国
連
事
務
総
長
報
告
書
（
一
九
九
七
年
）
で
は
、
移
民
の
一
般
的
な
定
義
に
つ
い
て
「
通
常
の
居

住
地
以
外
の
国
に
移
動
し
、
少
な
く
と
も
十
二
ヵ
月
間
当
該
国
に
居
住
す
る
人
の
こ
と
（
長
期
の
移
民
）
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
定
義
に
当
て
は
め
れ
ば
、
在
留
期
限
が
一
年
を
超
え
る
外
国
人
技
能
研
修
制
度
に
よ
る
研
修
生
等
は
移
民
で
は
な
い
の

一



か
。

五

前
述
、
百
二
十
七
万
八
千
六
百
七
十
人
の
外
国
人
労
働
者
に
は
移
民
は
含
ま
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。
い
る
と

す
れ
ば
、
概
ね
何
人
か
示
さ
れ
た
い
。

六

安
倍
総
理
は
一
方
で
「
家
族
の
帯
同
は
基
本
的
に
認
め
な
い
」
と
の
前
提
条
件
を
付
け
て
い
る
が
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た

い
。
「
家
族
の
帯
同
」
は
「
移
民
政
策
」
「
移
民
」
に
あ
た
る
と
理
解
し
て
い
る
の
か
。

七

家
族
帯
同
を
基
本
的
に
認
め
な
い
こ
と
で
、
優
秀
な
外
国
人
労
働
者
の
招
へ
い
を
阻
害
し
な
い
の
か
。

八

政
府
は
、
国
民
が
な
し
崩
し
的
に
外
国
人
労
働
者
が
増
え
て
い
る
現
状
を
不
安
に
思
っ
て
い
る
、
と
考
え
な
い
か
。
外
国

人
労
働
者
に
つ
い
て
、
日
本
の
雇
用
者
総
数
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
受
け
入
れ
る
考
え
か
。

九

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
の
入
管
行
政
を
根
本
的
に
見
直
し
、
「
移
民
受
け
入
れ
」
を
正
面
か
ら
議
論
す
る
考
え
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


